
預金保険機構の役職員の報酬・給与等について（令和７年度）

Ⅰ 役員報酬等について

1　役員報酬についての基本方針に関する事項

理事長

理事

　理事長及び理事の報酬については、平成10年9月以降、特殊法人等の
役員の給与についての一連の閣議決定に従い、国家公務員（指定職）の
水準に準じて適正な水準となるよう決定している。
　監事の報酬については、他の政府関係機関における非常勤監事の勤
務実態及び報酬額等を参考にして決定している。

　役員報酬は、人事院勧告に基づく「一般職の職員の給与に関する法律
（以下、「給与法」という。）」の改定に準拠し、預金保険機構役員給与規程
（以下、「役員給与規程」という。）の改定を行い、当該規程に基づいて役
員報酬を支給することとしている。業績給については導入していない。

　役員報酬支給基準は、月額、特別手当から構成されて
いる。月額については、役員給与規程に則り、本給（１，
１５３，０００円）に地域手当（２３０，６００円）を加算して算
出している。特別手当についても、役員給与規程に則
り、特別手当基準額（本給＋地域手当＋本給×１００分
の２５＋本給及び地域手当の月額に１００分の２０を乗じ
て得た額）に６月に支給する場合においては１００分の１
７２．５、１２月に支給する場合においては１００分の１７７．
５を乗じ、さらに基準日以前６箇月以内の期間における
その者の在職期間に応じた割合を乗じて得た額としてい
る。
　なお、令和７年度においては、人事院勧告に基づく給
与法の改正に準拠し、本給の引き上げ、特別手当支給
率の引き上げ（０．０５ヶ月分）を実施した。

　役員報酬支給基準は、月額、特別手当から構成されて
いる。月額については、役員給与規程に則り、本給（８５
６，０００円）に地域手当（１７１，２００円）を加算して算出し
ている。特別手当についても、役員給与規程に則り、特
別手当基準額（本給＋地域手当＋本給×１００分の２５
＋本給及び地域手当の月額に１００分の２０を乗じて得
た額）に６月に支給する場合においては１００分の１７２．
５、１２月に支給する場合においては１００分の１７７．５を
乗じ、を乗じ、さらに基準日以前６箇月以内の期間にお
けるその者の在職期間に応じた割合を乗じて得た額とし
ている。
　なお、令和７年度においては、人事院勧告に基づく給
与法の改正に準拠し、本給の引き上げ、特別手当支給
率の引き上げ（０．０５ヶ月分）を実施した。

  ①  役員報酬の支給水準の設定についての考え方

  ② 令和７年度における役員報酬についての業績反映のさせ方（業績給の仕組み及び導入
　　実績を含む。）

　③ 役員報酬基準の内容及び令和７年度における改定内容



監事

監事（非常勤）

２　役員の報酬等の支給状況
令和７年度年間報酬等の総額

報酬（給与） 賞与 就任 退任
千円 千円 千円 千円

23,423 13,836 6,819 2,767 （地域手当） ＊※

千円 千円 千円 千円

17,546 10,272 5,063
2,054

156
（地域手当）
（通勤手当） ※

千円 千円 千円 千円

7,912 4,474 2,495
894
47

（地域手当）
（通勤手当） 9月7日

千円 千円 千円 千円

7,946 4,474 2,495
894
81

（地域手当）
（通勤手当） 9月7日 ◇

千円 千円 千円 千円

18,172 10,272 5,063
2,054

648
135

（地域手当）
（単身赴任手当）

（通勤手当）
◇

千円 千円 千円 千円

9,562 5,797 2,567
　1,159

37
（地域手当）
（通勤手当） 9月8日 ◇

千円 千円 千円 千円

7,764 5,797 770
　1,159

37
（地域手当）
（通勤手当） 9月8日

千円 千円 千円 千円

該当者なし
（　　　　）

千円 千円 千円 千円

1,848
（　　　　）

注１：「その他」欄には手当等が支給されている場合は、例えば通勤手当の総額を記入する。
注２：「前職」欄には、役員の前職の種類別に以下の記号を付す。
　　　 退職公務員「*」、役員出向者「◇」、独立行政法人等の退職者「※」、退職公務員でその後
       独立行政法人等の退職者「＊※」、該当がない場合は空欄

D理事

役名
その他（内容）

B理事

C理事

理事長

A理事

該当者なし

監事

監事
（非常勤）

F理事

　役員報酬支給基準は、月額のみである。月額について
は、役員給与規程に則り、非常勤役員手当月額（１５４，
０００円）である。

前職

E理事

就任・退任の状況



３　役員の報酬水準の妥当性について
【法人の検証結果】
　法人の長

　理事

　監事

　監事（非常勤）

【主務大臣の検証結果】

該当者なし

　理事長の報酬については、平成10年9月以降、特殊法
人等の役員の給与についての一連の閣議決定に従い、
国家公務員（指定職）の水準に準じて適正な水準となる
よう決定している。また、人事院勧告に基づく給与法の
改定に準拠し、役員給与規程の改定を行っており、その
報酬水準は妥当なものと認められる。

　理事の報酬については、平成10年9月以降、特殊法人
等の役員の給与についての一連の閣議決定に従い、国
家公務員（指定職）の水準に準じて適正な水準となるよう
決定している。また、人事院勧告に基づく給与法の改定
に準拠し、役員給与規程の改定を行っており、その報酬
水準は妥当なものと認められる。

監事の報酬については、平成11年9月に、他の政府関
係機関（沖縄振興開発金融公庫及び日本政策金融公
庫）における非常勤監事の勤務実態及び報酬額等を参
考にして決定しており、その報酬水準は妥当なものと認
められる。

預金保険機構は、金融機関の破綻処理や債権回収な
ど、多岐にわたって専門性が求められる業務を行ってお
り、その役員については、金融業務や倒産法制、債権回
収などの高度な専門知識を有する人材が求められてい
る。そうした中で、預金保険機構においては、特殊法人
等の役員の給与についての一連の閣議決定に従い、国
家公務員（指定職）に準じた水準にすることとし、人事院
勧告に準じて給与規程の改定を行うこととするなど、給
与水準の適正化に努めている。



４　役員の退職手当の支給状況（令和７年度中に退職手当を支給された退職者の状況）

区分 支給額（総額） 退職年月日 業績勘案率 前職

千円 年 月

該当者なし

千円 年 月

6,448 4 0 2025/9/7 1.5

千円 年 月

該当者なし

千円 年 月

該当者なし

注：「前職」欄には、退職者の役員時の前職の種類別に以下の記号を付す。
　　　退職公務員「*」、役員出向者「◇」、独立行政法人等の退職者「※」、退職公務員でその後

　独立行政法人等の退職者「＊※」、該当がない場合は空欄

５　退職手当の水準の妥当性について
【主務大臣の判断理由等】

区分

６　業績給の仕組み及び導入に関する考え方

　業績給については、現在導入していない。今後国の動向を踏まえ、導入
の是非等を検討する。

該当者なし

法人での在職期間

監事
（非常勤）

判断理由

該当者なし

内部規程の定めに従い、運営委員会の金融界以外の委員と監事からなる業績評価委員会に
おいて業績勘案率を決定しており、適正な水準と判断している。

法人の長

理事

法人の長

理事

監事
（非常勤）

監事

監事 該当者なし



Ⅱ 職員給与について
１　職員給与についての基本方針に関する事項

　③　 給与制度の内容

　④　 給与制度の令和７年度における主な改定内容

２　職員給与の支給状況等

　①　常勤職員の数

注：常勤の在外職員、任期付職員及び再雇用職員（再任用職員）を含む全ての常勤職員の総数

　②　職種別支給状況

うち通勤手当
人 歳 千円 千円 千円 千円

262 47.9 9,593 6,836 186 2,757
人 歳 千円 千円 千円 千円

244 47.8 9,627 6,800 195 2,827
人 歳 千円 千円 千円 千円

8 46.1 13,557 9,504 148 4,053
人 歳 千円 千円 千円 千円

10 50.6 5,600 5,600 0 0
人 歳 千円 千円 千円 千円

該当なし

　職員の俸給については、給与法の適用を受ける国家公務員と同様に職務の内容と責任に
応じて決定している。また、国等からの出向者についても、それぞれの出向元での給与を基
準として、機構に採用する際に給与を決定している。
　人件費管理については、認可された予算の範囲内で適正に管理している。

　職員の勤務成績に応じて、国家公務員と同様に、昇給、昇格及び賞与のうち勤勉手当の額
に反映させている。

　預金保険機構職員給与規程に則り、俸給及び諸手当（特別調整給、職能手当、扶養手当、
地域手当、通勤手当、住居手当、単身赴任手当、超過勤務手当、休日給、深夜勤務手当、
管理職員特別勤務手当、特殊勤務手当、期末手当及び勤勉手当）としている。
　期末手当については、期末手当基礎額（俸給＋扶養手当＋地域手当＋役職段階別加算
額＋管理職加算額）に期別支給割合を乗じ、さらに基準日以前６箇月以内の期間におけるそ
の者の在職期間に応じた割合を乗じて得た額としている。
　勤勉手当については、勤勉手当基礎額（俸給＋地域手当＋役職段階別加算額＋管理職
加算額）に勤勉手当の支給実施要領に定める基準に従って定める割合を乗じ、さらに基準日
以前６箇月以内の期間におけるその者の勤務期間に応じた割合を乗じて得た額としている。

　　人事院勧告に基づく給与法の改正に準拠し、期末手当の支給月数の引き上げ（年間
0.025ヶ月分）及び勤勉手当の支給月数の引き上げ（年間0.025ヶ月分）並びに俸給表の一部
改正を実施した（令和８年１月２１日施行）。

全常勤職員（令和８年４月１日時点）：３９０人

嘱託職員

事務・技術

指定職

うち所定内

民間出向職員

　①　職員給与の支給水準の設定等についての考え方

区分

　②　職員の発揮した能率又は職員の勤務成績の給与への反映方法についての考え方
　　（業績給の仕組み及び導入実績を含む。）

常勤職員

うち賞与平均年齢

うち同一の職種等により通年で給与が支給された職員（対象常勤職員）：２６２人

令和７年度の年間給与額（平均）

総額
人員



人 歳 千円 千円 千円 千円

該当なし

人 歳 千円 千円 千円 千円

該当なし
人 歳 千円 千円 千円 千円

該当なし
人 歳 千円 千円 千円 千円

該当なし
人 歳 千円 千円 千円 千円

該当なし
人 歳 千円 千円 千円 千円

該当なし

人 歳 千円 千円 千円 千円

27 63.2 8,513 6,010 189 2,503
人 歳 千円 千円 千円 千円

27 63.2 8,513 6,010 189 2,503
人 歳 千円 千円 千円 千円

該当なし
人 歳 千円 千円 千円 千円

該当なし
人 歳 千円 千円 千円 千円

該当なし

人 歳 千円 千円 千円 千円

該当なし
人 歳 千円 千円 千円 千円

該当なし
人 歳 千円 千円 千円 千円

該当なし
人 歳 千円 千円 千円 千円

該当なし
人 歳 千円 千円 千円 千円

該当なし

嘱託職員

事務・技術

民間出向職員

指定職

再雇用職員

嘱託職員

在外職員

任期付職員

事務・技術

指定職

民間出向職員

注１：常勤職員については、在外職員、任期付職員及び再雇用職員を除く。
注２：指定職とは国の指定職俸給表の適用相当の者、民間出向職員とは金融機関等からの出向者、嘱託職員
とは期間を定めて任用した者(国の指定職俸給表の適用相当の者を除く)をいう。
注３：研究職、医療職、教育職に該当者がいないため、記載を省略した。
注４：「年間給与額」は、時間外手当を除く給与の額

非常勤職員

指定職

嘱託職員

民間出向職員

事務・技術



③

注１：②の年間給与額から通勤手当等を除いた状況である。以下、⑤まで同じ。

④

（事務・技術職員）

平均
人 歳 千円

8 58.0 13,700

42 57.7 12,090

48 53.3 10,878

42 49.6 9,082

81 43.2 8,105

23 27.9 5,385

⑤

夏季（6月） 冬季（12月） 計
％ ％ ％

45.4 45.3 45.3

％ ％ ％

査定支給分（勤勉相当）
（平均） 54.6 54.7 54.7

％ ％ ％

         最高～最低 　58.1～43.8 　58.2～51.9 　58.2～48.6

％ ％ ％

53.3 53.8 53.6

％ ％ ％

査定支給分（勤勉相当）
（平均） 46.7 46.2 46.4

％ ％ ％

         最高～最低 54.5～42.6 50.8～43.1 51.7～43.0

　　　課長・同相当職

　　　課長補佐・同相当職

　　　係長・同相当職

　　　係員

12,846～10,975

12,532～7,353

9,902～8,627

年齢別年間給与の分布状況（事務・技術職員）
〔在外職員及び再雇用職員を除く。以下、⑤まで同じ。〕

平均年齢人員

一律支給分（期末相当）

5,957～4,892

職位別年間給与の分布状況（事務・技術職員）

分布状況を示すグループ

千円

14,484～13,070

年間給与額

11,072～6,090

最高～最低

賞与（令和７年度）における査定部分の比率（事務・技術職員）

　　　部長・同相当職

　　　次長・同相当職

一律支給分（期末相当）

区分

管理
職員

一般
職員
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２０－２３歳２４－２７歳２８－３１歳３２－３５歳３６－３９歳４０－４３歳４４－４７歳４８－５１歳５２－５５歳５６－５９歳

人数
平均給与額
第３四分位
第１四分位
国の平均給与額

年間給与の分布状況（事務・技術職員）

千

人千円



３　給与水準の妥当性の検証等

事務・技術職員

・年齢勘案　　

・年齢・地域勘案

・年齢・学歴勘案　

・年齢・地域・学歴勘案　　

対国家公務員
指数の状況

（法人の検証結果）

勤務地の特殊性のほか、金融機関の破綻処理等の業務の特殊性から、金
融実務経験者、金融システム精通者などの高度な専門性を備えた者を主に
採用しているため、管理職や大卒以上の高学歴者の割合が高い。そのた
め、国に比べて給与水準が高くなっているものの、支出総額に占める給与・
報酬等支給総額は0.6％、国からの財政支出の割合は0.003％といずれも低
く、累積欠損額もない。
　今年度のラスパイレス指数については前年度と比較して概ね横ばいで推
移しており、今後も引き続き国の制度改正を踏まえ、給与水準の適正化に
努める必要があると考える。

１．当機構の勤務地は東京及び大阪のみであり、全職員に対して東京
20％、大阪16％と高い支給割合の地域手当を支給しているため。
２．特殊性（金融機関の破綻処理等）を有する業務を処理するため、金融実
務経験者、金融システム精通者などの高度な専門性を備えた者を主に採用
しているため。

119.9

106.1

116.7

103.8

　国に比べて給与水準が
　高くなっている理由

内容

【支出予算の総額に占める国からの財政支出の割合　0.003％】
（支出予算の総額　16,287,649,931千円、国からの財政支出額
409,899千円：令和７年度予算）
【累積欠損額　　0円（令和６年度決算（一般勘定））】
【管理職の割合　15.9％（常勤職員数　427名中68名）】
【大学卒以上の割合　　81.3％（常勤職員数　427名中347名）】
【支出総額に占める給与・報酬等支給総額　0.6％】
（支出総額　661,889,952,004円、給与・報酬等支給総額　4,166,458,383
円：令和６年度決算）

項目

講ずる措置

　給与水準の妥当性の
　検証

令和8年度に見込まれる対国家公務員指数
　年齢勘案：119.9程度、年齢・地域・学歴勘案：103.8程度
　目標水準：103.8程度（年齢・地域・学歴勘案）、目標期限：令和8年度

　勤務地（東京及び大阪のみ）の特殊性による給与水準の格差は、今後も
解消は困難である。また、業務の特殊性から金融の実務経験者や高度の専
門性を備えた者を主に採用しており、給与水準差の解消については、人材
確保の観点からも困難であるが、引き続き、国の制度改正を踏まえ、給与水
準の適正化に努め、年齢・地域・学歴勘案による指数が、令和7年度の水準
と概ね同水準となることを目指す。

（主務大臣の検証結果）
預金保険機構の給与水準が国家公務員の給与水準に比べて高くなってい
るのは、金融機関の破綻処理等の業務の特殊性から、金融の実務経験者、
金融機関のシステム精通者などの高度な専門性を備えた者を採用している
ことが要因となっていると考えられる。そうした中で、預金保険機構において
は、人事院勧告に準じた給与改定を行うこととするなど、給与水準の適正化
に努めている。



４　モデル給与

５　業績給の仕組み及び導入に関する考え方

○ ２２歳（大卒初任給）
　月額 290,400円　年間給与 4,823,544円
○ ３５歳（係長・同相当職）
　月額 372,600円　年間給与 6,274,772円
○ ５0歳（課長補佐・同相当職）
　月額 505,440円　年間給与 8,744,872円
※扶養親族がいる場合には、扶養手当（配偶者は級に応じて3,000円、
子1人につき11,500円）を支給

業績給については、現在導入していない。今後、給与法の適用を受ける
国家公務員の動向を踏まえ、導入の是非等を検討する。



Ⅲ　総人件費について

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

千円 千円 千円 千円 千円

(A) 1.4%
千円 千円 千円 千円 千円

(Ｂ) -61.0%
千円 千円 千円 千円 千円

(Ｃ) 24.0%
千円 千円 千円 千円 千円

(D) 1.7%
千円 千円 千円 千円 千円

(Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ) -0.3%

総人件費について参考となる事項

　①給与、報酬等支給総額

　②最広義人件費

Ⅳ　定年制度及び60歳以上の職員の給与制度

Ⅴ　その他

75,334 9,788 157,201

注：中期目標管理法人及び国立研究開発法人については中期目標期間又は中長期目標
　　 期間の開始年度分から当年度分までを記載する。行政執行法人については当年度分を
　　 記載する。

10,576

事務・技術職の定年年齢は62歳である。令和5年度から定年年齢の段階的な引上
げを行っており、令和14年度に65歳とする。また、役職定年制度を導入し、60歳に
達した日の翌日から同日以後における最初の4月1日までの間に降任することとして
いる。
職員の俸給月額については、60歳に達した日以後の最初の4月1日以後、その者が
受ける俸給月額の7割の金額としている。

特になし

　前年度比54,667千円（1.4％）については、国家公務員の給与改定に準拠した給
与支給額の増加が主な要因。

　前年度比-16,714千円（-0.3％）については、定年退職者の減少による退職手当
の減少が、給与支給額の増加を上回ったことが主な要因。

「公務員の給与改定に関する取扱いについて」（平成29年11月17日閣議決定）に基
づき、役員の退職手当については、平成30年1月1日から国家公務員と同様の支給
水準の引き下げを行った。職員については、従前より国家公務員や他の独立行政
法人と比較し、支給割合が低水準となっていたことから、同程度の水準になるよう令
和5年4月1日から支給割合の見直しを行った。今後も国家公務員の動向を勘案しつ
つ、引き続き適正な水準を維持していく。

-16,714

-95,928

最広義人件費

13,971
非常勤役職員等給与

4,775,611 4,758,8974,635,8064,594,832

退職手当支給額

73,996

61,273

3,949,671 4,004,338 54,667

区　　分

福利厚生費
594,534 613,250 610,510 621,086

対前年度比

給与、報酬等支給総額
3,850,967 3,933,828

78,938 58,227 72,198


